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小野新町小学校の入学式が４月６日に行われ、
新入生58人が新たに仲間入りしました。
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小
野
高
校
が
町
の
特
産
品
を
活
用
し
て

開
発
し
た
６
次
化
商
品
の
発
表
会
が
２
月

17
日
、
小
野
高
校
調
理
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
和
田
町
長
、
東
京
農
業
大
学
名
誉

教
授
で
名
誉
町
民
の
小
泉
武
夫
先
生
、
米

粉
の
研
修
会
で
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る

㈲
菅
原
商
店
の
菅
原
啓
子
さ
ん（
宮
城
県
）

を
は
じ
め
関
係
者
約
30
人
が
参
加
し
、
生

徒
か
ら
経
過
説
明
を
受
け
た
後
に
試
食
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
ク
ラ
ブ
は
、
郷
土
料
理
で
あ
る﹁
一

升
漬
け
﹂を
活
用
し
た﹁
一
笑
漬
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
﹂と
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
使
っ
た﹁
ミ
ネ

ラ
ル
ト
マ
ト
う
ど
ん
﹂、
一
升
漬
け
や
桜
の

塩
漬
け
を
使
っ
た
お
菓
子﹁
一
笑
い
っ
パ

イ
﹂を
考
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
農
業
ク
ラ
ブ
は
、
小
野
町
産
米
粉

と
小
野
高
校
が
栽
培
し
た
え
ご
ま
を
使
用

し
た﹁
米
粉
え
ご
ま
パ
ン
﹂を
作
り
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
商
標
登
録
は
ビ
ジ
ネ

ス
系
列
の
生
徒
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

試
食
を
し
て
い
た
だ
い
た
小
泉
先
生
か

ら
は﹁
ミ
ネ
ラ
ル
ト
マ
ト
う
ど
ん
は
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
変
良
く
、
す
ぐ
評
判
に
な
る

ほ
ど
の
で
き
栄
え
だ
﹂と
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
か
ら
は
米
粉
え
ご
ま
パ
ン
に

つ
い
て
農
業
ク
ラ
ブ
の
生
徒
に
直
接
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
商
品
は
今
後
、
商
店
な
ど
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
販
売
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

小
野
高
校
が
６
次
化
商
品
を
開
発

商
品
発
表
会
の
開
催

１・５・６_商品発
表の様子／２_ミネ
ラルトマトうどん
／３_生徒が作った
料理の数々／４_試
食会の様子
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（
前
）小
野
町
副
町
長　

鈴
木　

慎
也

小
野
町
副
町
長　

阿
部　

京
一　

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
２
年
間
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
県
に
復
帰
す
る
こ

と
と
な
り
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
副
町
長
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
公
私
と
も
様
々
な
場
面
で
ご
一

緒
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
心
温
ま
る
言

葉
や
た
く
さ
ん
の
ご
指
導
や
ご
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

大
和
田
町
長
を
先
頭
に
町
職
員
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
副
町
長
と
い
う
立

場
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
も

と
よ
り
若
輩
の
身
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

は
思
い
ま
す
が
、
全
身
全
霊
で
職
務
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
地
方
に
お
い
て

は
、
地
域
経
済
の
縮
小
と
こ
れ
ま
で
地
域
社

　

こ
の
た
び
私
こ
と
、去
る
３
月
29
日
、

平
成
28
年
小
野
町
議
会
３
月
第
１
回
会

議
に
お
い
て
、
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、

４
月
１
日
付
け
で
小
野
町
副
町
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
の
振
興
発
展
の
た
め
、
も
と

よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠

意
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

私
は
35
年
間
小
野
町
役
場
職
員
と
し

て
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間
７

課
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
永
き
に
わ
た
り
行
政
で
培
っ

て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
は
現
在﹁
き
ら
め
く
人
と

自
然
あ
っ
た
か
小
野
町
﹂を
将
来
像
と

し
て
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
や

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ
く
事

会
を
形
成
し
て
き
た
様
々
な
社
会
基
盤
の
維

持
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
少

子
化
の
克
服
や
生
産
性
の
向
上
な
ど
社
会
・

経
済
自
体
を
変
え
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
10
月
に﹁
小
野
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂を
策
定
し
、

﹁
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
に
楽
し
み

や
う
れ
し
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

﹁
活
気
に
あ
ふ
れ
、
賑
わ
い
を
実
感
で
き
る

し
ご
と
づ
く
り
﹂﹁
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
づ
く

り
﹂﹁
未
来
に
向
か
っ
て
安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
﹂を
基
本
目
標
に
、

人
口
減
少
対
策
を
始
め
様
々
な
課
題
に
一
つ

一
つ
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
和
田
町

長
と
と
も
に
、
オ
ー
ル
小
野
町
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
、﹁
き
ら
め
く
人
と
自
然　

あ
っ

た
か
小
野
町
﹂の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
だ

く
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
改
め
ま
し
て
小
野
町
の
皆
さ
ま

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
な
お
一

層
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
退
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

業
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
お
よ
び
原
子
力
災
害
に
伴
う
放
射
線

対
策
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策

や
豊
か
な
心
を
育
む
ひ
と
づ
く
り
、
さ

ら
に
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
資
源
を
い
か
し
た
魅
力

あ
る
産
業
づ
く
り
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
築
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
な

ど
町
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
年
は
合
併
61
年

目
を
新
し
い
第
一
歩
と
し
て
決
意
を
新

た
に
農
商
工
の
調
和
の
と
れ
た
町
づ
く

り
を﹁
オ
ー
ル
小
野
町
﹂で
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
前
鈴
木
慎
也
副
町
長
の
功
績
を

継
ぎ
、
引
き
続
き
大
和
田
町
長
の
も
と

﹁
笑
顔
と
が
ん
ば
り
の
町
﹂を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に﹁
町
民
﹂﹁
地
域
﹂が
輝
く
元

気
な
町
づ
く
り
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
全
力
で
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

副
町
長
退
任
あ
い
さ
つ

副
町
長
就
任
あ
い
さ
つ
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﹁
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
式
﹂が
３
月
25
日
、

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
む
し
歯
が
１
本
も
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
表
彰
さ

れ
た
お
子
さ
ん
は
平
成
27
年
度
後
期
に
町
の
３

歳
児
健
診
を
受
け
た
37
人
中
、
む
し
歯
が
な
い

25
人
で
す
。

　

お
子
さ
ん
は
一
人
ひ
と
り
、
大
和
田
町
長
よ

り
表
彰
状
と
記
念
品
を
元
気
に
受
け
取
り
ま
し

た
。

　

３
歳
児
健
診
以
降
は
む
し
歯
に
な
る
お
子
さ

ん
が
多
く
な
り
ま
す
。
幼
児
期
か
ら
小
学
生
に

か
け
て
は
永
久
歯
に
生
え
換
わ
る
時
期
で
あ
り
、

乳
歯
だ
け
で
は
な
く
、
永
久
歯
の
む
し
歯
も
増

え
ま
す
。
福
島
県
は
６
歳
児
の
む
し
歯
の
割
合

が
全
国
一
高
く
、
そ
の
中
で
も
小
野
町
は
特
に

高
い
状
況
で
す
。
今
後
も
む
し
歯
に
な
ら
な
い

よ
う
、
お
や
つ
や
歯
み
が
き
な
ど
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

良
い
歯
の
表
彰
お
め
で
と
う
！

﹁
よ
い
歯
の
表
彰
﹂受
賞
者

（
敬
称
略
）

橋
本　

洋
斗      （
反
町
）

宗
像　

竜
聖　

  （
大
八
）

生
天
目　

悠
仁  （
大
八
）

田
原　

柚
香      （
大
八
）

熊
谷　

愛
徠      （
大
八
）

二
瓶　

紫
帆      （
中
通
）

吉
田　

彩
乃      （
平
舘
）

吉
田　

渉
悟      （
平
舘
）

吉
田　

悠
斗      （
谷
津
作
）

蒲
生　

久
温      （
谷
津
作
）

木
下　

颯          （
谷
津
作
）

村
上　

亮
介      （
小
野
赤
沼
）

渡
部　

龍
青      （
皮
籠
石
）

吉
田　

初
羽      （
飯
豊
上
）

佐
藤　

日
向
太  （
飯
豊
上
）

管
野　

れ
な      （
飯
豊
下
）

舘
川　

歩
未      （
吉
野
辺
）

春
日　

望
愛
琉  （
浮
金
）

國
分　

琉
生      （
小
戸
神
）

吉
田　

明
咲      （
小
野
山
神
）

吉
田　

愛
里
依  （
夏
井
）

大
原　

龍
翔      （
夏
井
）

今
泉　

ひ
か
り  （
夏
井
）

佐
藤　

陽
斗      （
湯
沢
）

草
野　

秋
地      （
上
羽
出
庭
）
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　平成27年度消防庁消防団等表彰式が３月６日、ルポー
ル麹町（東京都千代田区）で行われ、小野町消防団が消防
団等地域活動表彰を受賞しました。
　これは、小野町消防団が独自の広報紙を作成し、日頃
の訓練や式典などを町民にＰＲしていることや、マス
コットキャラクター「小町ＴＡＳＵＫＥ」を作成し消防団
のイメージアップに取り組んだ功績が認められたことに
よる表彰です。
　３月７日に渡邊消防団長と小町ＴＡＳＵＫＥが町長に
受賞の報告をしました。

小野町消防団が消防活動等地域活動表彰を受賞

町長に受賞報告する渡邊団長（左から２番目）

　町では、子育て支援策の一環として、次代を
担う新たな町民の誕生を町をあげて祝福すると
ともに、お子さんの健やかな成長と町勢の発展
を目的とし、平成25年度より「笑顔とがんばり
子育て応援金」を贈呈しております。応援金は、
第１子に10万円、第２子に15万円、第３子以降
に20万円です。
　２月29日に行われた、第15回「小野町笑顔と
がんばり子育て応援金贈呈式」では、今回まで
に受給資格を満たされた方および本年度12月～
１月に生まれたお子さんの保護者９人に贈呈し
ました。

「小野町笑顔とがんばり子育て応援金贈呈式」が行われました！

米
粉
活
用
研
修
会
開
催

　

米
粉
の
活
用
方
法
を
研
修
し
、
米
の
消

費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
米
粉
活
用
研

修
会
を
１
月
28
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

調
理
実
習
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て﹁
広
が
れ
米
粉
の
輪
！
﹂を

合
言
葉
に
全
国
で
米
粉
の
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
る
、
㈲
菅
原
商
店　

菅
原
啓
子

さ
ん（
宮
城
県
）を
お
招
き
し
、
小
野
町
食

生
活
改
善
推
進
員
、
生
産
組
合
ペ
ル
サ

ル
ー
テ
組
合
員
な
ど
約
20
人
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
調
理
実
習
を
中
心
と
し

た
も
の
で
、
米
粉
に
、
砂
糖
、
塩
、
水
や

牛
乳
な
ど
の
材
料
を
混
ぜ
る
だ
け
の
、
家

庭
で
も
手
軽
に
調
理
で
き
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
米
粉
は
餅
米
を
蒸
し
て
高
温
で

焙
煎
し
た
、
㈲
菅
原
商
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

﹁
マ
シ
ュ
マ
ロ
風
米
粉
﹂を
使
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
調
理
し
た
レ
シ
ピ
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
も
お

試
し
く
だ
さ
い
。

研修会の様子

《マシュマロ餅》
・砂糖　　　　  15g
・塩　　　　　  少々
・牛乳　　　　  60g
・マシュマロ風米粉50g
・袋ごと揉み、30分ほど
   ねかせてできあがり。

・砂糖　　　　  15g

あ
ら
不
思
議
！
加
熱
な
し
で

お
餅
が
で
き
ま
す
。

膨
張
材
・
小
麦
な
し
。
混
ぜ
て

焼
く
だ
け
な
の
に
ふ
ん
わ
り
。

《たまごパン》
・Mサイズ卵     １個
・砂糖　　　　  15g
・塩　　　　　  少々
・片栗粉　　　15g
・レーズン　　  20g
・マシュマロ風米粉 30g

（上から順に混ぜます）

※オーブンは190℃に余熱し　
　ておくこと。
①マシュマロ風米粉以外の材　
料を、泡だて器で混ぜます。
②米粉を入れて大きなスプー　
ンでさっと混ぜます。
③天板に約５等分に落とします。
　190℃で約13分焼いてできあがり。

完成した品々
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当初予算の概要
平成28年度一般会計予算の総額は49億2,300万円で、
前年度対比2.03％、１億200万円の減額となりました。

平成28年度

当 初 予 算
予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算

は
、
第
四
次
小
野
町
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く

諸
施
策
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
や
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ

く
事
業
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
及
び
原
子
力
災
害

に
伴
う
放
射
線
対
策
事
業
な

ど
に
重
点
的
に
取
り
組
む
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
財
源
に
は
限
り

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
化

す
る
町
民
か
ら
の
要
望
を
町

の
施
策
に
適
切
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
団
体
、
国
、
県
な
ど
と
緊

密
な
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
庁
内
に
お
い
て
は
課
な

ど
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
組
織
横
断
的
な

視
点
で
編
成
作
業
を
行
い
、

事
業
の
必
要
性
、
優
先
度
を

十
分
に
勘
案
し
、「
選
択
と

集
中
」に
よ
り「
歳
入
に
見

合
っ
た
歳
出
」の
原
則
を
堅

持
し
な
が
ら
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

■繰入金ほか…繰入金、繰越金、
諸収入
■分担金及び負担金ほか…分担金
及び負担金、使用料及び手数料、
寄付金
■地方譲与税ほか…地方譲与税、
利子割交付金、配当割交付金、株
式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場
利用税交付金、自動車取得税交付
金、地方特例交付金、交通安全対
策特別交付金

■災害復旧費ほか…災害復旧費、
労働費、　諸支出金、予備費

一般会計 自主財源　32.3%依存財源　67.7%

歳入総額　49億2千3百万円

歳出総額　49億2千3百万円

町税
９億4,799万8千円

19.3%

繰越金ほか
４億9,559万4千円

10.0%

国庫支出金
3億8,001万9千円

7.7%

県支出金
3億4,591万9千円

7.0%

地方消費税交付金
１億6,600万円

3.4%

分担金及び負担金ほか
9,805万2千円

2.0%

総務費
6億3,823万4千円

13.0%

民生費
13億3,417万7千円

27.1%

土木費
5億5,160万9千円

11.2%

消防費
3億1,720万7千円

6.4%

教育費
5億7,811万9千円

11.8%

災害復旧費ほか
5,506万7千円

1.1%

公債費
4億4,410万6千円

9.0%

衛生費
5億7,612万6千円

11.7%

町債
5億3,730万円

10.9%

議会費
8,565万円

1.7%

商工費
4,251万円

0.9%

農林水産業費
3億19万5千円

6.1%

地方譲与税ほか
8,250万1千円

1.7%

財産収入
4,961万7千円

1.0%
地方交付税

18億2,000万円
37.0%
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（単位：千円）

区分 本年度
予算額

前年度
予算額 比較 増減率

（％）
一般会計 4,923,000 5,025,000 △102,000 △2.0
国民健康保険特別会計 1,485,889 1,510,402 △24,513 △1.6
後期高齢者医療特別会計 107,955 106,372 1,583 1.5
除染対策事業特別会計 22,253 53,000 △30,747 △58.0
介護保険特別会計 1,219,542 1,170,540 49,002 4.2
介護保険サービス事業特別会計 3,272 3,259 13 0.4
浄化槽整備推進事業特別会計 87,329 85,499 1,830 2.1
文化・体育振興基金特別会計 2,911 3,136 △225 △7.2
水
道
事
業
会
計

収益的収入 170,736 164,979 5,757 3.5
収益的支出 164,583 159,739 4,844 3.0
資本的収入 78,436 114,134 △35,698 △31.3
資本的支出 145,096 191,913 △46,817 △24.4

（単位：千円）

科目 本年度
予算額

前年度
予算額 比較 増減率

（％）
町民税 400,048 391,178 8,870 2.27
固定資産税 416,777 403,410 13,367 3.31
軽自動車税 36,675 27,731 8,944 32.25
町たばこ税 94,463 94,684 △221 △0.23
入湯税ほか 35 20 15 75.00

合計 947,998 917,023 30,975 3.38

●町税
　町民の皆さんに納めていただく
税金です。町民税、固定資産税な
どがあります。
●地方交付税
　国税のうち、所得税、法人税、
酒税、消費税の一定割合と地方法
人税の全額を地方公共団体が等し
く事務を遂行できるよう一定の基
準で国が交付する税です。
●国庫・県支出金
　国、県が使いみちを決めて交付
するお金です。

●議会費
　議会運営に使うお金です。
●総務費
　町政運営のための一般管理など
に使うお金です。
●民生費
　高齢者・障がい者・児童福祉、
保育園・児童園などの支援に使う
お金です。
●衛生費
　健康増進、疾病予防、環境保全、
清掃などに使うお金です。
●農林水産業費
　農林水産業の振興や農業用施設
の整備に使うお金です。
●商工費
　商工業や観光振興などに使うお
金です。
●土木費
　道路などの整備、維持管理に使
うお金です。
●消防費
　消防、水防、災害対策に使うお
金です。
●教育費
　小・中学校、幼稚園、文化・ス
ポーツ振興などに使うお金です。
●公債費
　借入金の返済に使うお金です。

用 語 解 説

歳出

歳入

町民１人当たりの予算

住民基本台帳人口　10,741人
（平成28年１月１日現在）

町税の状況

平成28年度会計別予算額

平成28年度当初予算

合計45万8,337円
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●浄化槽整備推進事業特別会計
（単位：千円）

事業名 事業費

合併処理浄化槽設置工事 57,662

●水道事業会計
（単位：千円）

事業名 事業費

重要給水施設配水管布設替工事
河川改修事業配水管布設替工事ほか 93,203

主な投資的事業（300万円以上）
●一般会計

（単位：千円）
事業名 事業費

道路維持補修等工事、町道拡幅・舗装新設工事 185,785

橋りょう点検業務委託料 19,000

小学校管理事業
（小野新町小学校天井等改修工事、浮金小学校校舎屋根改修工事ほか） 65,320

公共道路整備事業
（百目木・堀切線、北ノ内・宮ノ前線整備工事） 97,739

七合田団地長寿命化工事、老朽住宅等解体撤去工事 57,000

認定こども園整備事業
（土木工事測量設計業務委託料ほか、建設用地購入費） 53,000

庁内イントラネット機器更改備品購入費 37,362

ポンプ置場・防火水槽新設工事費、小型動力ポンプ・軽消
防積載車購入費 31,526

旧学校施設解体工事ほか 17,980

河川改修に伴う流末排水路整備工事、右支夏井川河川改修事業負担金 15,000

勤労青少年ホーム管理運営事業
（小ホール空調設備改修工事） 14,731

多目的研修集会施設管理事業
（文化公園木橋修繕工事ほか、大ホール暖房機購入費） 13,806

LED防犯灯新設・更新工事 9,540

臨時ヘリポート整備工事 9,180

ごみ収集運搬車購入費 8,200

河川維持工事 8,000

海洋センタープール梁継手取替塗装工事 7,398

県営土地改良事業（農道整備）負担金 6,896

合併処理浄化槽設置整備事業補助金ほか 6,711

湯沢農村公園法面維持補修工事 5,000

観光案内看板設置工事 4,536

農業用施設維持管理事業（水路整備工事） 3,500

平成28年度
当初予算
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《平成28年度最重点プロジェクト》
　（単位：千円）

事業名 事業内容 事業費

●すこやか

「子育て、
健康づくり環境
プロジェクト」

特定不妊治療費の助成事業 女性の不妊治療に加え、新たに男性の不妊治療についても助成を始めます。 2,600

すこやか出産妊産婦支援事業 妊婦健診費に加え、新たに妊産婦健診に係る交通費の一部を助成を始めます。 11,700

子育て支援基金事業 子育て世帯の支援のために基金を創設し、子どもが健やか
に生まれ育つ環境整備に活用します。 20,000

●はぐくみ

「未来を担う
人づくり
プロジェクト」

認定こども園整備事業 認定こども園の整備に関して、用地の取得や測量設計を行います。 53,000

子育て支援による安心でき
るまちづくり事業　 子どもたちがのびのび遊べる屋外遊び場を整備します。 53,500

読書活動推進事業 読書マラソンや新聞等を楽しく読む方法の講座などを開講
するなど豊かな心づくりを図ります。 3,100

小野高校との連携推進事業 学校と行政、関係団体等との連携協議会を創設し、話し合
いながら小野高校の魅力向上を図ります。 1,200

●げんき

「産業活性化
プロジェクト」

企業誘致推進事業 県や国の関係機関と連携し、企業誘致に係る情報収集、誘致活動等を行います。 4,900

結婚支援事業 出会いの場創出活動をする団体を支援し、また、男女の間
を取り持つ世話焼き人を育成します。 4,800

定住・二地域居住推進事業
ふるさと暮らし支援センターと連携し、町のPRをしながら
移住希望者を支援します。空き家台帳の整備運用のほか、

「暮らしの便利帳」を発行します。
7,900

創業（起業）支援事業 町内で創業を希望する方などに対し、町内金融機関等と連携した支援を行います。 2,300

新卒者雇用促進奨励金事業 高校、大学等の新卒者を雇用するなどした企業、事業所に対し、奨励金を交付します。 4,500

おのまち中心市街地
賑わい創出事業　

チャレンジショップや移動販売車などを整備し、特産品開
発や販路拡大を図ります。 26,200

６次産業化・新振興作物
推進事業

６次化商品の開発や、小野高校と連携した商品開発・販売
への取り組みを支援します。 1,900

●さわやか

「環境を守る
プロジェクト」

ごみ減量化推進事業 電動式生ごみ処理機のモニターを募集するなど、ごみの減
量化と資源の有効活用に取り組む意識の高揚を図ります。 1,500

再生可能エネルギー推進事業 町民や事業所に対し太陽光発電設備の設置費用の一部を助
成するほか、小中学生を対象に普及啓発活動を実施します。 2,300

●あんしん

「暮らしの
安全・安心
プロジェクト」

防災・救急ヘリポ－ト整備事業 防災ヘリコプター及びドクターヘリコプターに対応する常
設の臨時ヘリポートを整備します。 9,200

放射線健康不安対策事業
空間線量計の貸し出しや食料品などの放射線検査を引き続
き行います。また、生活習慣病健診時に加えて放射線に関
する血液検査を行います。

11,000

右支夏井川河川改修事業 右支夏井川の稲荷橋から役場裏までの約１ｋｍを福島県事業として整備します。 21,200

公営住宅管理事業 入居者の安心・快適な生活のため住宅の確保や補修を行います。 83,200

新公共交通システム整備事業 交通弱者の支援を行うタクシー等の試行運転を行います。 3,300

空き家実態調査事業 空き家の状況を調査し、空き家所有者の意向を確認するな
どして、空き家の有効活用を図ります。 4,700

第
四
次
小
野
町

振
興
計
画
策
定

　

小
野
町
で
は﹁
き
ら
め
く

人
と
自
然　

あ
っ
た
か
小
野

町
﹂を
将
来
像
と
し
て
、
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
施
策
、
事
業
を
計
画
に
基

づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、

小
野
町
振
興
計
画
審
議
会
で

は
、
平
成
28
年
度
の
実
施
計

画
に
つ
い
て
、
次
の
５
つ
の

基
本
目
標
ご
と
に
設
け
た

﹁
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂を

中
心
に
審
議
し
、
同
意
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

すこやか
みんなが輝き、
健やかでふれあう
まちづくり

はぐくみ
人を育み、豊かさが

息づくまちづくり

さわやか
快適環境を創造し、

ともに助け合う
まちづくり

げんき
活気に溢れ、
にぎわいが増して
いくまちづくり

あんしん
安全・安心で幸せが

実感できるまちづくり
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◆すこやか
　～みんなが輝き、健やかでふれあうまちづくり～

（単位：千円）

事業名 事業費

地域生活支援事業 7,800

特定相談支援事業 2,500

笑顔とがんばり子育て応援金事業 11,100

特定不妊治療費の助成事業 2,600

すこやか出産妊産婦支援事業 11,700

子育て支援基金事業（再掲） 20,000

介護予防・日常生活支援総合事業 24,300

生活支援体制整備事業 2,400

認知症施策推進事業 100

シルバー人材センター事業 1,600

敬老会事業 14,900

老人クラブ事業 4,000

◆はぐくみ
　～人を育み、豊かさが息づくまちづくり～

（単位：千円）

事業名 事業費

外国語理解推進事業 5,000

給食センター管理運営事業 39,100

学校給食検査体制整備事業 1,700

小中学校学力向上対策事業 6,200

就学相談支援事業 6,300

スクールバス運行事業 27,100

安全・安心　学校維持管理事業（小学校） 36,200

放課後こどもプラン事業 2,200

認定こども園整備事業（再掲） 53,000

勤労青少年ホーム管理運営事業 16,400

多目的研修集会施設管理運営事業 28,100

生涯学習推進事業 2,900

読書活動推進事業（再掲） 3,100

スポーツ振興事業 5,600

子育て支援による安心できるまち
づくり事業（再掲）【H27繰越事業】 53,500

丘灯至夫生誕１００年記念事業 4,200

小野高校との連携推進事業（再掲） 1,200

平成28年度

重点事業
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◆げんき
　～活気に溢れ、にぎわいが増していくまちづくり～

（単位：千円）

事業名 事業費

企業誘致推進事業 4,900

発酵のまちづくり推進事業 100

ふるさと小野町会事業 700

地域おこし協力隊設置事業 20,400

小野町まち・ひと・しごと創生
総合戦略推進事業 900

結婚支援事業（再掲） 4,800

小町ふれあいフェスタ事業 6,000

まちめぐり観光誘客事業 13,700

定住・二地域居住推進事業（再掲） 7,900

創業（起業）支援事業（再掲） 2,300

地域農業振興事業 1,900

農業各種団体推進育成事業 3,800

ミネラル野菜づくり推進事業 600

農用地集積・基盤整備推進事業 200

和・乳牛導入事業 4,100

水田農業振興事業 5,900

多面的機能支払交付金事業 20,900

ふくしま森林再生事業 92,000

農業用施設維持管理事業 8,700

福島県農林水産物ＰＲ支援事業 3,200

新卒者雇用促進奨励金事業（再掲） 4,500

おのまち中心市街地賑わい創出事業
（再掲）　【H27繰越事業】 26,200

６次産業化・新振興作物推進事業（再掲） 1,900

◆さわやか
　～快適環境を創造し、ともに助け合うまちづくり～

（単位：千円）

事業名 事業費

ごみ減量化推進事業（再掲） 1,500

浄化槽整備事業 87,400

合併処理浄化槽設置整備事業 27,500

造林補助事業 2,000

県立自然公園事業 2,400

多面的機能支払交付金事業（再掲） 20,900

再生可能エネルギー推進事業（再掲） 2,300

◆あんしん
　～安全・安心で幸せが実感できるまちづくり～

（単位：千円）

事業名 事業費

防犯対策事業 11,600

有害鳥獣駆除事業 4,700

町内産農畜産物を使った
学校給食事業 1,000

放射線健康不安対策事業（再掲） 11,000

防災・救急ヘリポート整備事業（再掲） 9,200

新公共交通システム整備事業 3,300

石綿セメント管更新事業 48,100

右支夏井川河川改修事業（再掲） 21,200

公共道路整備事業 97,800

町道及び生活道路維持事業及び
側溝整備事業 163,900

町単道路改良・舗装新設事業 81,100

橋りょう維持管理事業 19,100

公営住宅管理事業（再掲） 83,200

空き家実態調査事業（再掲） 4,700

情報化推進事業 7,500

地図情報システム導入調査事業 700

公共施設等総合管理計画策定事業 5,100
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﹁
小
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
﹂（
以
下﹁
過
疎
計
画
﹂）を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
次

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
過
疎
計
画
と
は
・
・
・ 

　

過
疎
計
画
と
は
、
生
活
基
盤
の

整
備
に
よ
る
住
民
福
祉
の
向
上
や

産
業
の
振
興
に
よ
る
働
く
場
の
創

出
な
ど
、
過
疎
指
定
を
受
け
た
市

町
村
が
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
地
域
を
発
展
向
上
さ
せ
る
た

め
に
取
り
組
む
様
々
な
施
策
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　

過
疎
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の

自
立
促
進
に
向
け
た
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
対
策
を
示
す
こ
と
で
、

過
疎
対
策
事
業
債
の
発
行
を
は
じ

め
と
し
た
国
の
財
政
的
支
援
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

◆
計
画
期
間

　

平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で

の
５
か
年
間
と
な
り
ま
す
。

◆
自
立
促
進
の
基
本
方
針

　

町
で
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日

に
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
に
伴
い
、　

平
成
26
年
９
月
に

小
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

（
計
画
期
間
は
、
平
成
26
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
）を
策
定
し
、

平
成
26
年
度
お
よ
び
平
成
27
年
度

に
お
い
て
過
疎
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
お
よ
び
平
成
27
年

度
で
は
、
小
野
山
神
ふ
れ
あ
い
館
の

新
設
を
は
じ
め
、
町
道
・
橋
の
改
修
、

除
雪
設
備
の
整
備
、
消
防
施
設
お

よ
び
設
備
の
充
実
、
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入

な
ど
と
い
っ
た
基
盤
の
整
備
な
ら

び
に
子
育
て
応
援
金
の
交
付
、
妊

産
婦
健
診
時
の
費
用
の
補
助
、
学

力
向
上
対
策
な
ど
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
、
過
疎
地
域
自
立
の
た

め
、
様
々
な
施
策
を
着
実
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
著
し
い
人
口
減
少
、
地

域
医
療
の
確
保
、
施
設
の
老
朽

化
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
財
政

基
盤
の
さ
ら
な
る
強
化
、
新
た
な

行
政
需
要
へ
の
対
応
、
地
域
の
連

携
な
ど
依
然
と
し
て
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
が
施
行
さ
れ
、
地
域

創
生
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町
に

お
い
て
も
、﹁
小
野
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
﹂お
よ
び﹁
小
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂を
平
27
年

10
月
に
策
定
し
、
地
域
の
活
性
化
を

推
進
す
る
施
策
を
過
疎
地
域
自
立
促

進
施
策
と
と
も
に
並
行
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
町
が
直
面
す
る
現
状
と
今

日
ま
で
の
過
疎
対
策
の
実
績
、
さ
ら

に
は
地
域
創
生
制
度
の
戦
略
的
な
有

効
活
用
な
ど
に
よ
り
、
町
の
総
合
計

画
で
あ
る
第
四
次
小
野
町
振
興
計
画

後
期
計
画
を
基
本
と
し
つ
つ
、
自
立

促
進
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

○
計
画
の
内
容︵
ポ
イ
ン
ト
︶

　

地
域
の
自
立
促
進
に
必
要
な
９
つ

の
項
目
と
し
て
①
産
業
の
振
興
②
交

通
体
系
の
整
備
、
情
報
化
及
び
地
域

間
交
流
の
促
進
③
生
活
環
境
の
整
備

④
高
齢
者
等
の
保
健
及
び
福
祉
の
向

上
及
び
増
進
⑤
医
療
の
確
保
⑥
教
育

の
振
興
⑦
地
域
文
化
の
振
興
等
⑧
集

落
の
整
備
⑨
そ
の
他
地
域
の
自
立
に

関
し
必
要
な
事
項
の
現
状
と
問
題

点
、
そ
の
対
策
と
計
画
に
つ
い
て
定

め
て
お
り
ま
す
。

　

過
疎
指
定
の
要
因
で
あ
る
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域
の
自
立

促
進
を
図
る
べ
く
、
必
要
な
ハ
ー
ド

事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
を
一
体
的
に
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
疎
か
ら
の

脱
却
を
目
指
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
小
野
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.tow

n.ono.fukushim
a.

jp/soshiki/3/ono-kasokeikaku.htm
l

㉄
企
画
政
策
課

㉄
７
２
︲
６
９
３
９

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

12ONOMACHI　Apr_2016



過
疎
自
立
促
進
重
点
施
策

13 ONOMACHI　Apr_2016



　2016小野町スプリングフェスティバルが３月13日、多目的研
修集会施設において開かれました。
　これは、多目的研修集会施設、勤労青少年ホームなどで活動
している芸術文化団体が、日頃の練習の成果を発表するととも
に、各団体の交流の場として毎年行っているもので、今年は８
団体（約120人）が発表しました。
　会場には約300人の観客が訪れ、春を迎えるすばらしい演奏
やダンスを楽しんでいました。
　最後に、春の訪れを告げる「春の唄」を全員で合唱し、幕を閉
じました。

■出演団体（出演順）
　・琴城流大正琴小町さくら会（大正琴）
　・健康ダンスクラブ（ダンス）
　・楽しいハワイアンダンス（ハワイアンダンス）
　・小町混声合唱団（合唱）
　・小町夢太鼓（和太鼓）
　・フルートアンサンブルアマビーレ（フルート）
　・小野町ダンス愛好会　銀の靴（ソシアルダンス）
　・マドリガルコーラス（合唱）

ひと足早く春を

1_小町夢太鼓の皆さん／2_健康ダンスクラブの
皆さん／3_小野町ダンス愛好会銀の靴の皆さん
／4_フルートアンサンブルアマビーレの皆さん

１

３

2016スプリングフェスティバル開催

４

２

　

「ふくしまキッズマン」と一緒に歌とダンス
　小野運動公園テニスコートに新設された「多目的運動施設」において、町内の幼児（３歳～５歳）を対
象とした落成記念行事を開催します。
　県内で子供たちに人気の「ふくしまキッズマン」と一緒に歌とダンスを楽しみ、その様子は後日福島
中央テレビで放映されます。
　町内幼児施設に入園していないお子さんで参加を希望する方は、町民体育館まで問い合わせ下さい。

　【開催日時】　４月17日㊐　午前10時15分から
問町民体育館　☎72-2518

多目的運動施設の外観 多目的運動施設の内観 ふくしまキッズマンとダンス

多目的運動施設落成記念行事
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自衛隊入隊予定者を激励

　平成28年４月に自衛隊に入隊予定の橋本彩
さん（大八）と村上和貴さん（南田原井）の激励
会が３月14日に開かれました。
　町長、杉高弘自衛隊福島地方協力本部副本
部長、宗像芳男小野町自衛隊父兄会長から２
人に対し、激励の言葉があり、その後、町と
父兄会からの記念品が贈られました。
　自衛隊は、日本の平和と独立を守る大きな
責務を担っているほか、大規模な災害への対
応、国際平和活動など、その役割は大変重要
なものとなっています。
　国民の安全で安心な暮らしを守るため、２
人のこれからの活躍を期待します。

前列左から、中森正守さん（自衛隊福島地方協力本部郡
山地域事務所長）、杉高弘さん（自衛隊福島地方協力本
部副本部長）、橋本彩さん、村上和貴さん、大和田町長、
宗像芳男さん（小野町自衛隊父兄会長）
後列左から、柏原康男さん（小野町自衛隊募集相談員）、
西牧義和さん（小野町自衛隊募集相談員）、橋本ひとみ
さん（橋本彩さんの母）、会田俊広さん（小野町自衛隊父
兄会副会長）、吉成久男（小野町自衛隊父兄会副会長）、
鈴木副町長

福島県知事感謝状伝達式

吉田仁さんに新規就農者支援金を交付

佐藤安憲さん（浮金）に知事感謝状

夢のある農業者育成推進事業

　長年にわたり福島県自然保護指導員に従事されてい
る佐藤安憲さん（浮金）に対する福島県知事感謝状伝達
式が３月３日、郡山合同庁舎で行われ、福島県県中地
方振興局長から伝達されました。
　佐藤さんは平成17年５月から福島県自然保護指導員

（県立自然公園高柴山小野町分担当）として、自然環境
保全および適正利用を促進するために、利用者への指
導や区域内の美化清掃にご尽力されています。
　佐藤さんには、これからも高柴山の保護活動にお力
添えをお願いします。

　吉田仁さん（飯豊上）に対する夢のある農業者育成推
進事業（新規就農支援事業）の支援金交付式が３月25
日、役場で行われました。
　この事業は、新規就農者の就農初期の負担軽減と、
将来の夢のある農業担い手としての成長を期待して、
就農後１年から３年を経過した方に対し、町から支援
金を交付するものです。
　吉田さんは平成27年３月24日付けで認定新規就農者
に認定され、このたび満１年を迎えられました。
　吉田さんの今後ますますのご活躍を期待します。

佐藤さん（中央）

吉田さん（右）
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　　狂犬病予防注射
　狂犬病予防法に基づき、犬の飼い主
は、生後91日以上の犬を登録（生涯１
回）し、狂犬病予防注射（毎年１回）を
受けさせることが義務付けられていま
す。
　町では、本年も狂犬病予防注射の定
期集合注射を右記日程表のとおり実施
します。「登録済みの方」には通知書を
発送しますので、当日忘れずに持参し
てください。「登録していない方」は、
役場または定期集合注射会場で犬を登
録し、予防注射を受けてください。
　また予防注射はお住まいの地区に限
らず受けることができますので、最寄
りの会場で受けてください。
　なお定期集合注射を受けることがで
きなかった人は、動物病院で必ず受け
てください。

○料金
　予防注射のみ　　3,200円
　登録と予防注射　6,200円

○日程
　４月29日㊗、30日㊏、５月８日㊐

○動物病院で受けた時について
　動物病院で予防注射を受けた時は、
獣医が発行する証明書を役場へ提出
し、「狂犬病予防注射済票」の交付を必
ず受けてください。（手数料550円）　
　
○登録内容の変更について
　飼い犬の死亡または登録内容に変更
がある場合は、必ず役場へ届け出てく
ださい。

◆狂犬病予防注射（定期集合注射）日程表
日　程 時　間 場　所

４月29日㊗

9：00～9：20 谷津作地区研修センター

9：30～9：45 小野赤沼集会所

9：55～10：20 雁股田集会所

10：40～10：55 塩庭一区多目的集会施設

11：05～11：35 旧夏井第二小学校

11：45～11：55 塩庭二区集会所

13：00～13：20 湯沢体験農園管理施設

13：30～13：50 夏井多目的集会施設

４月30日㊏

9：00～9：30 浮金集落センター

9：45～10：00 吉野辺集落センター

10：10～10：30 飯豊ひまわり保育園駐車場

10：55～11：05 新田内集会所

11：15～11：25 飯豊下多目的集会施設

11：35～11：45 大名内集会所

13：00～13：20 小野山神ふれあい館

13：30～13：50 皮籠石集会所

14：15～14：45 小野町商工会

５月８日㊐ 9：00～11：00 小野町役場

犬を飼っている皆さんへ

　　飼い主のマナーやルールを守れていますか？
　「放し飼い」や「フンの不始末」に関する苦情が寄せられ
ています。相手の身になって他人に迷惑をかけないよ
う、責任ある飼育をお願いします。
　また犬の登録申請をしない者や犬に狂犬病予防注射を
受けさせない者など、狂犬病予防法に違反した者は、20
万円以下の罰金に処されますので、必ず犬の登録や予防
注射を済まされますようお願いします。

問町民生活課　☎72-6933
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総務課長
村上 春吉

副課長（総務担当）
西牧 英一
副課長（財政担当）
先崎 秀一

熊谷 真也　新田　 徹
先崎 淳子　草野 隆行
村上　 香　曽根真理子
舘川 睦礼

企画政策課長
佐藤 　浩

副課長（企画政策担当）
先﨑 　実 　

先﨑 博昭　遠藤 浩輝
淺井 美穂　

税務課長
山名 洋一

副課長（課税担当）
吉田ひろ子
副課長（収納担当）
吉田 徳一

吉田 　誠　清野 淳子
清水 綾子　先﨑 英樹
大和田 和

町民生活課長
石井 一一

副課長（町民担当）
郡司 治子
副課長（環境安全担当）
佐藤 金哉

吉田由起子　清野 昭雄
武藤 　光　猪狩 信輔
佐藤 真路　會田 喜樹
新田 晟也

健康福祉課長
村上 昭一

副課長（高齢福祉担当）
折笠 裕之
副課長（健康・福祉担当）
根本 要子

大川原幸子　矢吹 美加
山口美賀子　渡邊 裕之
鈴木 悠太　石井 友菜
郡司 温子　先崎 悦子
二瓶 浩美

子育て支援課長
鈴木　 稔

副課長（子育て担当）
根本 洋子
副課長（幼児教育担当）
矢吹 浩司

管野 正尚　成田ひとみ
吉田浩太朗

小野わかば幼稚園
園長  過足 文江 矢吹真由美　七海 　希

中央さくら保育園
園長  中原 智子

石井小百合　会田由紀子
村上万里子　渡邊 梨恵
吉田 美佳　三浦 ふみ
佐藤 美紀　村上 英子

夏井おおすぎ保育園
園長  佐藤 浩子

小沼 和子　桝内 洋子 
根本 早苗　塩田 淳子

飯豊ひまわり保育園
園長  草野ゆかり

今野 真弓　宗像美津江
吉田とよ子

浮金つつじ児童園
園長  藁谷美枝子 吉田 由美

産業振興課長
郡司　 功

副課長（農政振興担当）
二瓶 　淳 　
副課長（農地林務担当）
味原 広一
副課長（商工観光担当）
赤坂 泰秀

先﨑 英典　先﨑 勝人
鈴木香代子　齋藤惠理子
根本かえで 

地域整備課長
遠藤 靖次

副課長（管理水道担当）
矢吹 昌之　　
副課長（地域整備担当）
照山　 真

舘川 幸義　宗方 保之
根本 慶一　二瓶由佳子
鈴木 健之　吉田 寛紀
国分 勝理　先崎 　建

会計管理者兼出納室長
宗像 喜也 宗像 玲子　草野 澄恵

教育課長
吉田 吉広

副課長（教育総務担当）
西牧 貴子
副課長（生涯学習担当）
今泉 令子

【教育課】
佐久間敏晴　佐藤　 瞳
先崎　 悟　上遠野友昭

【公民館】
西牧 泰弘

【ふるさと文化の館】
籠田まき子　西牧美也子

【町民体育館】
渡辺 みき　吉田 雅俊

【小野中学校用務員】
菅野由美子

役場の職員配置表平成28年度

町長事務部局 教育委員会事務部局町　長　　大和田 昭 教育長　　西牧 裕司

事務局長（兼務）
郡司 　功

次長（兼務）
二瓶　 淳 　 鈴木香代子（兼務）

農業委員会事務部局 会　長　　長谷川栄伸

事務局長
吉田 浩祥

次長
折笠 顕一　

議会事務部局 議　長　　村上 昭正
副議長　　吉田 康市

副町長　　阿部 京一

【福島県職員復職】
　（※４月１日付け）
鈴木 慎也

【福島県教職員復職】
　（※４月１日付け）
平原 信男

教育課指導主事
【退職】

　（※３月31日付け・退職時役職）

阿部 京一
　総務課長

藤井 義仁
　税務課長

宗像 孝子
　夏井おおすぎ保育園調理士

村上 昌子
　主幹兼夏井おおすぎ保育園長

郡司 幸喜
　地域整備課主幹

松本　 一
　教育課（公民館）主幹

【田村広域行政組合派遣】
吉田　隆
　環境課主幹兼田村東部環境
　センター所長
派遣期間
　（平成29年３月31日まで）

【福島県人事交流】
吉田 靖章
　企画調整部地域づくり総
　室地域振興課
派遣期間
　（平成30年３月31日まで）

【福島県派遣】
根本 理恵
　総務部市町村総室市町村財政課
派遣期間
　（平成29年３月31日まで）

　４月１日から、よりよい子育て環境の整備や結
婚・出産につながる施策を一元的に推進するため
「子育て支援課」を創設しました。
　詳しくは４月７日の朝刊折込をご覧ください。

子育て支援課を創設
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◆
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳

以
上
と
な
る
方（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）。

※
た
だ
し
、
課
税
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い

　

る
方
、
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
方

　

な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

◆
申
請
書
類

　

対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
４
月
中
旬

に
案
内
通
知
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も

に
申
請
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
い
。

　

対
象
者
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
収
入
・
所

得
が
な
い
方
で
も
確
定
申
告
を
し
て
い
な

い
と
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
窓
口

　

役
場　

健
康
福
祉
課

◆
申
請
期
間

　

４
月
18
日
㊊
か
ら
７
月
19
日
㊋
ま
で

（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

◆
集
中
受
付
期
間

　

４
月
18
日
㊊
か
ら
４
月
22
日
㊎
ま
で
、

４
月
24
日
㊐
・
４
月
25
日
㊊

︻
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ

し
、
20
日
㊌
は
午
後
７
時
ま
で
︼

◆
集
中
受
付
会
場

　

役
場　

第
２
会
議
室

※
集
中
受
付
期
間
以
降
は
役
場
窓
口
で
の

　

受
付
と
な
り
ま
す
。

◆
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避

難
し
て
い
る
方
は
避
難
先
市
区
町
村
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︻
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
︼

㉄
厚
生
労
働
省
２
つ
の
給
付
金
に
関
す
る

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︲
０
３
７
︲
１
９
２

︵
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
︶

【
申
請
方
法
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

㉄
健
康
福
祉
課

☎
７
２
︲
６
９
３
４

︵
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
︶

　　

給
付
金
を
装
っ
た﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂や

﹁
個
人
情
報
の
詐
取
﹂に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

小
野
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
世
帯
構

成
や
銀
行
口
座
な
ど
の
個
人
情
報
を
電
話

で
お
聞
き
し
た
り
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）の
操
作

を
お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
不
審

な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
迷
わ

ず
、
健
康
福
祉
課
や
最
寄
の
警
察
署（
ま

た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
＃
９
１
１
０
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
﹁
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
﹂
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す

﹁
一
億
総
活
躍
社
会
﹂の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の

高
齢
者
を
対
象
に﹁
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂を
支
給
し
ま
す

   

４
月
18
日
か
ら
受
付
開
始

　農協の合併により福島さくら農業協同組合の新理事に就任した吉田
広一さん（塩庭二区）が、同組合から農業委員に推薦され、3月１日付
けで選任されました。
　今後の活躍を期待します。
　今回退任された熊谷源次さん（小戸神）のご労苦に対し、紙上より御
礼申し上げます。

小野町農業委員会委員に吉田広一さん
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町民税が課税されているかどうか、どうすれば分かりますか？

基準日（平成 27年１月１日）の翌日以降に引越した場合の給付金の申請はどうなりますか？

基準日（平成 27年１月１日）以降に亡くなられた方は対象になりますか？

①ご自身の給与支給明細書の「住民税」の項目に課税額が記載されている方、または平成27年６月に「町民税・
　県民税納税通知書」が小野町から届いた方は、町民税が課税されています。

②平成 27 年度介護保険料額決定通知書または平成 27 年度介護保険料納付通知書に記載されている「所得
　段階区分」で第６段階以上となっている方は、町民税が課税されています。

基準日（平成27年１月１日）時点で住民票のある市区町村に給付金を申請できます。具体的な申請期間や手続
きについては、基準日時点でお住まいの市区町村に問い合わせください。

基準日（平成27年 1月1日）及び基準日の翌日以降から、（申請した後に）市町村で支給決定がされる前に亡く
なった方については、支給の対象外となります。

対象者診断チャート
スタート

生年月日は昭和 27年４月１日以前ですか。

平成 27年度臨時福祉給付金を（6,000 円）を受給しましたか。

平成 27年度分の住民税が課税されましたか。

平成 27年度分の住民税が課税されている方の扶養親族になっていましたか。

平成 27年１月１日時点で生活保護を受けていましたか。

※チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。ご不明な点は役場健康福祉課または厚生労働省まで問い合わせください。

高齢者向け給付金（３万円）の支給対象者となる可能性があります。

平成 27年１月１日時点（基準日）で
小野町に住民票のある方が対象となります

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
支
給
対
象
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ わからない

いいえ

いいえ

いいえ
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平成28年度　高齢福祉事業のご案内

事業名 対象者・条件など サービス内容 申請などの手続き

住宅改修事業 介護予防上必要であると認め
られる事情があること

手すり取り付け・段差解消な
どの住宅改修費を、10万円を
限度に給付

町に直接申請
※所得制限
※介護保険利用が優先
　です

緊急通報システム
貸与事業

◆独り暮らし高齢者または、　
　独り暮らしの重度身体障害者
◆町内に親族がいないこと

◆電話機・通報ペンダントを
　貸与し安否確認サービスを
　行う
◆利用料は原則無料（ただし、
　所得により個人負担が発生
　する。要相談）

町に直接申請
民生委員は利用決定の
通知を受ける

１　高齢福祉事業について（65歳以上の方）

２　介護保険・総合事業について

事業名 対象者・条件など サービス内容 申請などの手続き

介護保険
事業

・介護認定を受けた方
　（特定疾病の方は40歳以
　上が該当）

●居宅サービス
●地域密着型サービス
●施設サービスなど　
※詳細については、問い合わ
　せください。

町に直接申請

総合事業
・65歳以上すべての方
・地区限定
・基本チェックリスト該当者

●一次介護予防事業
●お助けサービス事業
●ミニデイサービス事業
●訪問介護・通所介護など
※詳細については、別掲「介護
　予防・日常生活支援総合事
　業」が始まりました③をご覧
　ください。

町に直接申請

地区限定事業については、
要相談

介護用品　
給付券交付事業

在宅で介護を受けている「要
介護３以上」の認定を受けて
いる方で、常時紙おむつを
使用している方

●１か月3,500円分の給付券
　を交付
●給付券で交換できる介護用
　品は、紙おむつ、尿取りパッ
　ド、清拭剤など５品目

民生委員またはケアマネ
ジャーを経由し町に申請

※ 介護保険に係る申請の場合、個人番号（マイナンバー）が必要な手続きがあります。
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『介護予防・日常生活支援総合事業』がはじまりました　③

　町では、介護予防を推進することにより健康長寿を目指すことを目的として、「住民主体の
地域づくり」をテーマに３月10日に「介護予防講演会」を開催しました。

【１部】　　福島県立医科大学衛生学・予防医学講座早川岳人准教授による講演会で高齢化の状
　　　　　況・要介護になる原因などの説明の後、いかに介護予防することが大切か、住民が主
　　　　　人公となり、継続していくことの大切さについて講演されました。

【２部】　　地域づくりモデル事業として町の支援を受けた町内４地区「元気が～い」の皆さんから
　　　　　お互いに助け合い、工夫して、自分達の力で活動している状況について実践報告があ
　　　　　りました。会場の皆さんにも介護予防の効果や活動の楽しさが伝わったようです。
　

問健康福祉課　高齢福祉担当　☎ 72-6934
問地域包括支援センター　　　☎ 72-2128

　　一般介護予防事業「介護予防講演会」を開催

【総合事業のサービス内容】
事業名 対象者・条件 サービスの内容 申請・手続きなど

総合事業

65歳以上すべての方

◆一次介護予防事業
・介護予防講演会　
・ヘルスアップ運動教室
・元気が～い運動教室

　　　　　　これまで「中通」「平舘」「菖蒲谷」
　　　　　　「小戸神」地区で実施

※今年度さらに10地区での実施を予定しています。
　詳しくは問い合わせください。

町に直接申し込み
【無料】

地域限定 ◆短期集中予防サービス（お達者クラブ）
　限定地区での運動・口腔等教室開催　　 対象地区の方に通知

基本チェックリスト
該当者

◆訪問介護（ホームヘルプサービス）
　身体介護や生活援助
◆お助けサービス（住民主体の自主活動）
　ホームヘルプサービス以外の生活支援

・町に相談後に、基
　本チェックリスト
　を実施

・各サービスはおお
　むね１～２割が自
　己負担

◆通所介護（デイサービス）　
　交流や入浴などを毎週１回程度
◆ミニデイサービス事業（住民主体の自主活動）
　町の温浴施設で月１～２回程度

 

　約200人の参加者は介護予防に
ついて学び、体を動かし、楽しい
話に笑顔になりました。
　今後は住民一人ひとりが「元気
が～い」と呼びかけあい、介護予
防を意識して地域活動を広めてい
くことを目指してまいります。
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美 術 館
M u s e u m

　　 美術展が開催されます

　４月23日㊏から５月８日㊐
まで、町内で絵画や詩歌の創作
で活躍されている草野紀さんの
作品展を開催します。油絵や押
し花、詩歌などの作品を展示し
ますので、ぜひご覧ください。

　ふるさと文化の館１階ホールに
「子どもの笑顔ひろば」が完成しま
した。絵本、育児書などをそろえ、
親子で読書に親しみながらゆった
りと過ごすことのできるスペース
です。手先を使ったり想像をしな
がら遊ぶ知育玩具や手触りも楽し
める布絵本、点字絵本など数多く
とりそろえています。ぜひご利用
ください。

「子どもの笑顔ひろば」が完成しました

　４月23日㊏は「子ども読書の日」です。
　また４月23日㊏から５月12日㊍までは「こど
もの読書週間」です。親子で読書を楽しむ機会
にしてはいかがでしょうか。お気に入りの一冊
を探しにご家族で図書館にお越しください。

「子ども読書の日」「こどもの読書週間」の
ご案内

完成した「子どもの笑顔ひろば」

ふ る さ と
文 化 の 館

情 報

☎ 72-2120

図書館
l i b r a r y
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◆一般書（文芸書）
順
位 書名 著者 出版社

1 火花 又吉直樹 文藝春秋
2 マル暴甘糟 今野敏 実業之日本社
3 教団X 中村文則 集英社
4 荒神 宮部みゆき 朝日新聞出版
5 虚ろな十字架 東野圭吾 光文社
6 物語のおわり 湊かなえ 朝日新聞出版
7 悲嘆の門（上・下） 宮部みゆき 毎日新聞社
8 キャロリング 有川浩 幻冬舎
9 ラプラスの魔女 東野圭吾 KADOKAWA

10 意次ノ妄 佐伯泰英 双葉社

◆一般書（実用書）
順
位 書名 著者 出版社

1 忙しくてもていねいに暮らしたい人の家しごと 柳沢小実 大和書房
2 福島県道路地図 昭文堂
3 フランス人は10着しか服を持たない ジェニファー・L･スコット 大和書房
4 家族という病 下重暁子 幻冬舎
5 私は私で人間関係はうまくいく 和田裕美 KADOKAWA
6 ベニシアの京都里山暮らし ベニシア・スタンリー・スミス 世界文化社
7 暮らしの裏ワザ知得メモ８８８ 主婦の友社 主婦の友社
8 奇跡の３日片づけ 石阪京子 講談社
9 あしたも、こはるびより。 つばた英子 主婦と生活社

10 死ぬまでになすべきこと 式田和子 主婦の友社

◆児童書
順
位 書名 著者 出版社

1 昆虫の迷路 香川元太郎 PHP研究所
2 一期一会 学研
3 時の迷路 香川元太郎 PHP研究所
4 ミッケ！ ウォルター・ウィック 小学館
5 探偵チームKZ事件ノート 藤本ひとみ 講談社
6 トリックアート　おばけやしき 北岡明佳 あかね書房
7 鹿の王（上・下） 上橋菜穂子 KADOKAWA
8 がい骨レストラン 怪談レストラン編集委員会 童心社
9 魚（小学館の図鑑） 小学館

10 リトルプリンセス ケイティ・チェイス ポプラ社

平成27年度　図書館の貸し出しベスト10
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君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
TEL  72−3171　FAX  72−6211
http：//www.ono-h.fks.ed.jp

　平成28年度入学者選抜試験の合格発表が
３月14日に行われました。あいにくの空模
様でしたが、本校正面玄関には多くの受験
生が詰めかけ、正午に発表された合格者一
覧の掲示板を熱く見守りました。
　合格者の皆さん、おめでとうございます。
この小野高校で、夢に向かっての第一歩を
踏み出してください。

　ライフプラン発表会を３月４日に第１体育館
で行いました。
　ライフプラン作成は、１学年の生徒一人ひと
りが「産業社会と人間」の授業で学んだことの総
仕上げとして取り組む活動です。各クラスの代
表者３人が、パワーポイントを使って自分の将
来について熱く語りました。
　またイオンリテール株式会社東北カンパニー
の宮越崇さんを招いて、人事の方の立場から「働
くこと」の意義について講演していただきまし
た。

「充実した高校時代を送って、心の栄養
素をためてください。」というアドバイ
スは多くの生徒の参考になりました。

合格発表

ライフプラン
発表会

「産業社会と
 人間」職業講話 　１年生を対象と

した職業講話を３
月16日 に 視 聴 覚 室
で行いました。
　講師の池田衛先
生は、文化服装学
院でキャリア支援
のお仕事をされて
いる方です。働く

ことの意義や正規雇用と非正規雇用のメリット・デ
メリット、ファッション業界の様々な職種のことな
ど、幅広くお話いただきました。

小野高通信
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　同一医療機関での同一月の自己負担額が下記の自己負担限度額を超えるときは、超えた分が高額療
養費として支給されます。
　住民税が非課税の世帯（負担区分Ⅰ、Ⅱ）に該当する方は、事前に役場町民生活課で「限度額適用・
標準負担額減額認定証」の交付を受け、医療機関窓口に提示することで、自己負担限度額までの支払
いで済みます。
　また同一月に複数医療機関を受診したとき、１ヵ月の自己負担が上限を超えた場合は、申請により
超えた額の払い戻しを受けることができます。

※１：「区分Ⅱ」とは、世帯全員が市町村民税非課税の被保険者
※２：「区分Ⅰ」とは、世帯全員が市町村民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費を差し引いたと
　　　き０円となる被保険者（年金の場合は年金収入80万円以下）
※３ ：直近12ヵ月に３回高額療養費（入院＋外来）の支給を受けている場合において、４回目以降の
　　   支給に該当する場合の自己負担限度額

　高額療養費は、一度申請をすると福島県後期高齢者医療広域連合に口座が登録され、次回からは自
己負担限度額を超えた分が自動的に登録口座に振り込まれます。
　申請書は役場町民生活課にありますので、個人番号（マイナンバー）が確認できるもの、本人確認書
類、保険証、通帳、印鑑を持参の上申請してください。

世帯区分
自己負担限度額

事前の手続き 医療機関等窓口
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 44,400円 80,100円＋（医療費-267,000円）×1%
【4回目以降の場合44,400円】（※3）】

必要ありません 保険証を窓口に提示

住
民
税
非
課
税
世
帯

一般 12,000円 44,400円

区分Ⅱ
（※１） 8,000円 24,600円 役 場 で「 限 度 額 適

用・標準負担額減額
認定証」の交付申請
が必要

限度額適用・標準負
担額減額認定証と保
険証を窓口に提示区分Ⅰ

（※２） 8,000円 15,000円

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 か ら の お 知 ら せ

◎高額療養費の支給について

　福島県後期高齢者医療広域連合では、高額療養費に該当する方に、年２回（８月・12月）勧奨通知を
送付しています。（①支給額のお知らせ②高額療養費支給申請書③返信用封筒が同封されています。）
　申請書の提出先は役場町民生活課です。まだ申請がお済みでない方は、早めに申請してください。

◎申請手続

◎高額療養費の振込先として農業協同組合（JA）の口座を指定されている場合
　福島県内の農業協同組合が３月１日に合併しました。
　高額療養費の振込先として、農業協同組合の口座を指定されている場合は、自動的に新しい農業協
同組合の口座に切り替わりますので、手続きの必要はありません。
　振込先を変更したい場合は、役場町民生活課で変更申請をお願いします。

問町民生活課　☎72-6933

25 ONOMACHI　Apr_2016



お 知 ら せ
i n f o r m a t i o n

　
　

ご
案
内

資
格
喪
失
後
の
受
診
に
よ
る
医
療

費
の
返
還
に
つ
い
て

　　

４
月
は
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。
健
康
保

険
証
を
使
用
す
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
な
ど
へ
の
加
入
や
、
転

出
に
よ
り
小
野
町
の
国
民
健
康
保
険

の
資
格
が
な
く
な
っ
た（
喪
失
し
た
）

後
に
、
小
野
町
の
国
民
健
康
保
険
証

を
使
用
し
て
医
療
機
関
な
ど
を
受
診

し
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
小
野
町
の
国
民
健
康
保

険
証
で
受
診
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本

来
受
診
日
当
日
に
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
が
負
担
す
べ
き
医
療
費（
受

診
者
の
窓
口
負
担
分
を
除
い
た
額
）

を
小
野
町
の
国
民
健
康
保
険
が
支

払
っ
た（
一
時
的
に
立
て
替
え
た
）た

め
で
す
。

【
具
体
的
に
は
ど
ん
な
と
き
？
】

○
就
職
し
て
社
会
保
険
や
共
済
組
合
、

　

健
康
保
険
組
合
な
ど
に
加
入
し
た

　

が
、
保
険
証
の
交
付
に
時
間
を
要

　

し
、
そ
の
間
に
国
民
健
康
保
険
証

　

を
使
用
し
て
し
ま
っ
た
と
き
。

○
す
で
に
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

　

た
り
、
転
出
し
た
り
し
て
い
る
に

　

も
関
わ
ら
ず
そ
の
届
出
が
遅
れ
、

　

返
却
前
の
国
民
健
康
保
険
証
を
使

　

用
し
て
し
ま
っ
た
と
き
。

【
返
還
方
法
は
？
】

○
該
当
と
な
っ
た
方
に
は
、「
返
還

　

通
知
書
」と「
納
入
通
知
書
」を
お

　

送
り
し
ま
す
の
で
、
指
定
期
日
ま

　

で
に
返
還
金
を
納
入
し
て
く
だ
さ

　

い
。

【
療
養
費
の
申
請
方
法
は
？
】

○
医
療
費
を
返
還
し
た
後
に
、
受
診

　

日
当
日
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

　

に「
療
養
費
」と
し
て
申
請
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。
加
入
し
て
い
た

　

健
康
保
険
に
よ
り
申
請
方
法
は
異

　

な
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
書
類
に

　

つ
い
て
は
該
当
す
る
健
康
保
険
へ

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○「
療
養
費
」の
申
請
に
は
、「
返
還

　

金
の
領
収
書
」が
必
ず
必
要
と
な

　

り
ま
す
。
領
収
書
の
再
発
行
は
で

　

き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し

　

て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

○
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
る
前

　

に
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
と

　

き
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

　

必
ず
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

　

い
。
基
本
的
に
は
、
一
旦
全
額
自

　

費（
10
割
負
担
）で
お
支
払
い
い
た

　

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
窓
口

　

の
指
示
に
従
っ
て
お
支
払
い
く
だ

　

さ
い
。

○
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
と

　

き
は
、
速
や
か
に
役
場
に
届
出
を

　

行
い
、
国
民
健
康
保
険
証
は
必
ず

　

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

○
誤
っ
て
保
険
証
を
使
用
し
て
し

　

ま
っ
た
と
き
は
、
医
療
機
関
ま
た

　

は
町
民
生
活
課
に
速
や
か
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

　

　

福
島
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
に
お
住

ま
い
の
お
仕
事
を
お
探
し
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
々
を
対
象
に
、
就
職
に

関
す
る
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲
５
６
９
９

  　
国
民
健
康
保
険
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
の
各
種
手
続
き
に

お
い
て
申
請
書
な
ど
に
、
世
帯
主
と

該
当
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

◎
医
療
費
の
適
正
化
に
、
ご
理
解
・

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
︲
６
９
３
３

  

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め　

の
就
職
相
談
会
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募
集

　

町
で
は
、
町
内
の
美
化
の
保
持
お

よ
び
環
境
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源

化
を
図
る
た
め
、
再
資
源
化
物
回
収

協
力
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

行
政
区
や
子
供
育
成
会
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
任

意
団
体
が
こ
の
協
力
団
体
と
し
て
登

録
申
請
で
き
ま
す
。
登
録
し
、
ア
ル

ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
、
ビ
ー
ル
瓶
、

新
聞
紙
な
ど
の
回
収
活
動
を
実
施
す

る
と
町
か
ら
予
算
の
範
囲
内
で
報
奨

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
民
生
活
課　

☎
７
２
︲
６
９
３
３

　

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記
相

談
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
、
待
ち

時
間
な
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
一
部
の
登
記
所
窓
口
を
予
約
制

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
５
月
９
日
㊊

か
ら
は
、
こ
の
取
扱
い
を
県
内
全
て

の
登
記
所
窓
口
に
拡
大
し
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
下
記
予
約
申
込
み

電
話
で
最
寄
り
の
法
務
局
に
相
談
日

時
を
予
約
願
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
予
約
申
込
み
電
話
ま
た

は
福
島
地
方
法
務
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
fukushim

a/

）で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

◆
相
談
の
予
約
は
、
平
日
、
午
前
９

　

時
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で
お
よ

　

び
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

で
す
。
取
扱
時
間
の
異
な
る
登
記

　

所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際

　

に
ご
確
認
願
い
ま
す
。　

　

◆予約申し込み連絡先

不動産登記部門法人登記部門 土地・建物 　☎024-534-2045
会社・法人　☎024-534-1904 予約制実施中

相馬支局 ☎0244-36-3414 予約制実施中
郡山支局 ☎024-962-4505 ５月９日から予約制
白河支局 ☎0248-22-1207 ５月９日から予約制
若松支局 ☎0242-27-1501 ５月９日から予約制

いわき支局富岡出張所（共通）☎0246-23-1729 予約制実施中
二本松出張所 ☎0243-22-2617 ５月９日から予約制
田島出張所 ☎0241-62-0249 ５月９日から予約制

　

小
野
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
ヨ

ガ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

青
年
部
ヨ
ガ
教
室
は
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
今
年
が
最
後
の
開
催
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
青
年
部
員
提
供
の
お
米

や
コ
ス
メ
、
日
用
品
な
ど
を
参
加
者
全

員
に
毎
回
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】（
全
７
回
）　

　

５
月
11
日
㊌
・
25
日
㊌
、
６
月
８

　

日
㊌
・
22
日
㊌
・
29
日
㊌
、
７
月

　

13
日
㊌
・
27
日
㊌

【
時
間
】　

午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後

　

９
時
ま
で

【
場
所
】　

多
目
的
研
修
集
会
施
設
大

　

ホ
ー
ル

【
会
費
】　

１
回
５
０
０
円
※
高
校
生

　

以
下
、
保
護
者
同
伴
に
限
り
無
料

【
講
師
】　

芳
野
恵
美
さ
ん

【
準
備
物
】　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
飲

　

み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

に
は
お
貸
し
し
ま
す
。

問
小
野
町
商
工
会
青
年
部　

☎
７
２
︲
３
２
２
８

    

再
資
源
化
物
回
収
協
力

  

団
体
を
募
集
し
ま
す

  

ヨ
ガ
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

    

登
記
相
談
が
予
約
制

 
と
な
り
ま
す

27 ONOMACHI　Apr_2016



郡 山 地 方 広 域 消 防 組 合 か ら

山林からの出火防止

　この時季は空気が乾燥し、ちょっとした不注意で、
たき火などから燃え広がってしまう場合があります。
　火の取り扱いには十分注意し、貴重な森林資源を
守りましょう。

○風が強い時や乾燥している時は、たき火をしない。
○たき火をする時は事前に消火の準備をする。
○完全に消火するまでその場を離れない。
○たばこの投げ捨てはしない。　
　　
問郡山消防本部予防課　☎024-923-8172
問町民生活課　☎72-6933

救命講習のご案内

　急な病気や事故の時には、その場に居合わせた方
の適切な応急手当が大切です。
　消防署では、心肺蘇生法やＡＥＤの使い方などの
救命講習を開催していますので、万が一に備え、大
切な人や家族の命を守るため、応急手当を身につけ
ましょう。
　受講を希望される方は、消防署に問い合わせください。
※開催日時は、本組合ウェブサイトでご覧になれます。
http://www.shobo.koriyama.fukushima.jp
問田村消防署救急係　☎82-1200
問町民生活課　☎72-6933

　皆さん、こんにちは。先日、南相馬市で小野町の特産品を販
売・ＰＲしました。
　今回は新地町の復興支援員から声をかけていただき、常磐道

セデッテかしま（南相馬市）で産品の販売＆ＰＲ

地域おこし協力隊活 動記

商品の魅力が伝わるよう、イラスト
や説明書き付のポップをつけました

古崎です。はっぴ
の紺とピンクのカ
ラーリングとデザ
インはお気に入り
です

商品の魅力が伝わるよう、イラスト

のサービスエリア「セデッテかしま」での出店です。他にも呼び掛けに応じて特産品を販売した地域が
あり、お互いに協力して福島県と各地域を押し出そうとする雰囲気と活気を感じました。
　小野町の商品は、特に花豆の甘納豆「ぬれ花まめ」やピーナッツの入った「ピーナッツもち」が「珍し
いね」と言われ注目を浴びていました。また小野町に古くから伝わる「小麦まんじゅう」や「干し芋」に
も人気があり、そう考えると農村には昔からおいしい食べ物が豊富だったのではないかと想像でき、
他にも魅力あるものが地域に隠れているのだと思います。
　セデッテかしまは、東京・仙台
間を移動する人が立ち寄る場所で
す。話したお客様の中には水戸市
の方がいらっしゃったので、県外
への発信ができる場所だと実感し
ました。
　また今回のように他市町村の隊
員と連携し、活躍の場を広げたい
と思います。

たくさんのお客様が集まって
きてくれました！

　
　

お
願
い
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﹁
目
に
は
青
葉　

山
ほ
と
と
ぎ

す　

初
が
つ
を
﹂の
季
節
が
や
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

趣
味
で
、
海
魚
釣
り
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。
千
葉
県
に
住
む
よ

う
に
な
っ
て
、
40
年
余
り
、
飽
き

も
せ
ず
、
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

長
女
も
結
婚
し
、
初
孫
が
誕
生

し
ま
し
た
。
長
女
か
ら
、﹁
お
食

い
初
め
﹂が
あ
る
の
で
、
赤
い
魚

を
釣
っ
て
き
て
、
と
言
わ
れ
季
節

的
に﹁
真
鯛
﹂釣
り
は
無
理
と
思
い

﹁
花
鯛
﹂に
変
更
し
釣
り
の
準
備
を

始
め
ま
し
た
。

　

千
葉
県
九
十
九
里
の
釣
り
船
に

乗
船
し
、
逸
る
気
持
ち
を
押
さ
え
、

船
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
釣
果
は
、

30
セ
ン
チ
前
後
の﹁
花
鯛
﹂が
11
枚

と
、
他
に
ア
ジ
・
鯖
等
大
漁
で
し

﹃
釣
り
の
思
い
出
﹄

た
。
鯛
づ
く
し
の﹁
お
食
い
初
め
﹂

の
お
祝
い
を
、
楽
し
く
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

次
女
の
初
孫
の
時
も﹁
私
に
も
﹂

と
の
注
文
を
受
け
、
内
房
保
田
港

か
ら
乗
船
し
、﹁
鯛
﹂狙
い
の
目
的

で
気
合
い
が
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。
釣
り
船
は
、
８
人
ほ
ど
の
乗

り
合
い
船
で
、
釣
果
は
、
私
の
外

２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
１
枚
ず
つ
で
し

た
。
何
と
か
責
任
を
果
た
す
事
が

で
き
、
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
続
い
た
の
で

す
。
長
女
の
２
人
目
、
男
孫
で
す
。

以
前
か
ら
の
釣
り
仲
間
と
の
約
束

で
、
釣
り
船
に
予
約
を
入
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
長
女
の
出
産
予
定

日
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
次
女
は
、
母
を
貸
し
て

く
れ
れ
ば
良
い
か
ら
釣
り
に
行
っ

て
、
と
の
事
で
し
た
。

　

釣
り
船
が
出
港
す
る
前
、
携
帯

橋本　寛

●大八出身
●千葉支部

はしもと・ひろし

電
話
で
連
絡
を
す
る
と
、
無
事
男

子
出
産
、
母
子
共
々
健
康
、
喜
び

も
ひ
と
し
お
に
、
出
港
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
釣
果
は
、
赤
い
鯛
で
な

く
、
黒
鯛
を
ゲ
ッ
ト
。﹁
め
で
鯛
﹂

と
釣
り
仲
間
に
お
祝
い
を
受
け
ま

し
た
。
汝
い
わ
く﹁
あ
の
時
の
黒

鯛
は
食
べ
る
事
が
で
き
な
か
っ

た
﹂と
・
・
・
・
・
。

そ
の
孫
達
も
、
４
人
と
な
り
、
皆

魚
大
好
き
家
族
で
す
。

　

３
年
前
の
８
月
６
日
、
釣
り
友

と
出
航
し
、
釣
り
ア
ジ
を
餌
に
大

物
狙
い
、﹁
来
ま
し
た
﹂﹁
来
ま
し

た
﹂大
物
。
竿
が
大
き
く
し
な
り
、

70
セ
ン
チ
、
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の

﹁
大
ヒ
ラ
メ
﹂で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
後
、
８
月
６
日
、

ゲ
ン
担
ぎ
で
、
一
人
で
釣
り
に
。

今
度
は
以
前
の
ヒ
ラ
メ
と
同
ク
ラ

ス﹁
大
真
鯛
﹂で
す
。
と
に
か
く
我

な
が
ら
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
で
す
。

　

１
年
に
一
度
位
は
？
？
？
あ
る

ん
で
す
。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
、

だ
か
ら
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
釣
果

無
し（
坊
主
）の
時
が
あ
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
写
真
は
、
釣
果
の﹁
大

真
鯛
﹂で
す
。

　
　

お
願
い

 　

 

正
し
い
ル
ー
ル
で
交
通
安
全

自
転
車
の
安
全
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　　

自
転
車
が
関
連
す
る
交
通
事
故
は
全
事
故

の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
自
転
車
は
車
の
仲
間
な
の
で
、
原
則

と
し
て
車
道
を
走
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
に
乗
る
時
は
、
交
通
ル
ー
ル
、
特
に

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
り
、
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

車
の
運
転
者
や
歩
行
者
も
自
転
車
の
ル
ー

ル
を
知
っ
て
、
お
互
い
に
思
い
や
り
安
全
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【自転車安全利用五則】
　①自転車は、車道が原則、歩道は例外
　②車道は左側を通行
　③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　④安全ルールを守る
　　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　○夜間はライトを点灯
　　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　⑤子供はヘルメットを着用

ふれあい通信

ふるさと小野町会
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公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
か
ら

　松岡利明医師を紹介します

　今回は、平成28年４月から整形
外科非常勤医師として勤務してい
る松岡 利明（まつおか としあき）
医師を紹介いたします。
　４月から整形外科の診療を担当
する松岡 利明と申します。私は
地域の皆さまが元気で安心して生
活できるように、かかりつけ医と
して「的確な診断・治療」「わかり
やすい説明」「最善の医療の提供」、
気軽に相談できる整形外科医を心
がけています。特にリウマチ指導
医として多関節痛などの痛みの治
療を専門としています。痛みでお
困りの方は、生活機能改善に最大
限のお手伝いをさせていただきま
すので、お気軽にご相談ください。

○松岡 利明医師の診療日および受付時間
　診 療 日：毎週水曜日
　受付時間：午前８時 30 分から午後 12 時まで

○その他の整形外科外来診療日および受付時間
　診 療 日：毎週月・火・木・金曜日
　受付時間：午前８時 30 分から午後 12 時まで

松岡　利明　医師

　形成外科の診療日が変わります

４月から形成外科外来の診療日が追加されます。
４月からの診療日、受付時間は下記のとおりです。

○形成外科外来の診療日および受付時間
　診 療 日：【４月】　第１・２・４の金曜日　
　　　　　  【５月から】　第１・３・４の金曜日
　受付時間：午前８時30分から午後12時まで

問公立小野町地方綜合病院  総務課
☎72-3181

おわびと訂正
　広報おのまち３月号の「小野町文化・体育
振興基金条例に基づく表彰式」の記事の中で、
誤りがありましたので下記のとおり、おわび
して訂正いたします。

氏名 学校名・学年 功績内容
誤 齊藤　善 夏井第一小４年 空手個人　県大会第２位
正 齊藤　善 小野新町小４年 空手個人　県大会第２位

ご寄付ありがとうございます

　「小野小町ふるさと応援寄附金」へご協力
をいただき、小野町を応援していただいて
います。
　寄付金を納入いただき、広報紙への掲載
承諾があった方は次のとおりです。
　菅野　佐智子　様（田村市）
　佐藤　武臣　様（神奈川県相模原市）

30ONOMACHI　Apr_2016



月 日 当番医 電話番号 薬局 電話番号

4

17㊐ 大方病院（田村市船引町） 82-1117 スマイル薬局船引店（田村市船引町） 81-1522
24㊐ 三春病院（三春町） 62-3131 ふくだや薬局（田村市船引町） 86-2013

29㊗ 青山医院（田村市常葉町） 77-2015 タカギ薬局（田村市常葉町） 77-4381

5

1㊐ さいとう医院（小野町） 72-2500
3㊗ 遠藤医院（田村市船引町） 85-2016 ふくだや薬局（田村市船引町） 86-2013
4㊗ 雷クリニック（三春町） 62-6333 きよはし薬局駅前店（三春町） 61-1101
5㊗ 秋元医院（田村市船引町） 82-1514 ふくだや薬局（田村市船引町） 86-2013
8㊐ 総合南東北病院附属滝根診療所（田村市滝根町） 78-2442 オリオン薬局（田村市滝根町） 68-1455

15㊐ 清水医院（田村市船引町） 82-3535

※電話確認の上、受診してください。詳しくは「福島県総合医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.lg.jp/
　　  
●こども救急電話相談　
　受付時間：午後７時から翌朝午前8時まで（年中無休）　☎024-521-3790　
　詳しい情報は、「こどもの救急についてのウェブサイト」をご覧ください。
　http://wwwcms.pref.fukushima.jp/pcp_portal/contents?CONTENTS_ID=27667

㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日

船引クリニック 大方病院 秋元医院 橋本医院 雷クリニック

24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

白岩医院 かみや内科
クリニック

南東北
大越診療所 三春病院

㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

かとうの内科
クリニック

大久保
クリニック

8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日

東部台こども
クリニック 石川医院 遠藤医院 さとう耳鼻咽頭科

クリニック
まつえ

整形外科

【4 月】

【5 月】

診療内容：内科、小児科疾患の一次救急です。
受付時間：午後 7 時から午後 9 時 30 分まで
問田村地方夜間診療所　☎ 81-2233

　◆休日当番医・院外薬局

　◆田村地方夜間診療所の当番医

31 ONOMACHI　Apr_2016



月　日 行　　　事 時　間 場　所

4/16㊏

17㊐

18㊊

19㊋

20㊌ １歳６カ月児健診 受付13:00～13:20 母子健康センター

21㊍
精神保健デイケア
夜間ヘルスアップ運動教室

10:00～14:00予約制
19:00～20:30

多目的研修集会施設
町民体育館

22㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30～15:30 多目的研修集会施設

23㊏

24㊐

25㊊ ママのリフレッシュ教室 受付10:00～10:15 母子健康センター

26㊋ 育児教室 受付10:00～10:15 母子健康センター

27㊌
３～４カ月児・
９～10カ月児健診

受付13:00～13:20　 母子健康センター

28㊍
こころの相談室
夜間ヘルスアッフ運動教室
親子ふれあい教室

13:30～15:30予約制
19:00～20:30
受付10:00～10:15

母子健康センター
町民体育館
母子健康センター

29㊎

30㊏

5/1㊐

2㊊

3㊋

4㊌

5㊍

6㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30～15:30 多目的研修集会施設

7㊏

8㊐

9㊊ 健康相談日 9:00～12:00 母子健康センター

10㊋
献血
ちびっこおはなし会 11:00～11:30 文化の館

11㊌

12㊍ 夜間ヘルスアッフ運動教室 19:00～20:30 町民体育館

13㊎ ヘルスアップ運動教室 13:30～15:30 多目的研修集会施設

14㊏

15㊐

行事カレンダー
～学生納付特例制度のご案内～

◆学生納付特例制度とは？
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入し保

険料を納付しなければなりません。しかし、所得の少な

い学生については、申請により在学中の保険料納付が猶

予（先送り）される「学生納付特例制度」があります。

　保険料を納めるのが困難な場合は、そのままにせ

ず、学生納付特例を申請しましょう。

◆対象となる学生
　学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、

高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限が１年以上の課

程）などに在学する学生で、本人の前年所得が次の基準以下の方。

◆所得基準
　118万円＋扶養親族等などの数×38万円＋社会保険料控除など

◆特例対象期間
　４月から翌年３月までの１年間。（※引き続き学生特例

制度を利用する場合でも、年度ごとに申請が必要です。）

◆手続き
①申請書に必要事項を記入し、役場窓口へ提出してくだ

　さい。申請には学生証（コピー）、または在学証明書（原

　本）の添付が必要です。

②特例の承認を受けている方で、引き続き在学予定の

　方には、ハガキ形式の申請書が送付されます。継続

　して特例を希望する場合は、必要事項を記入し返送

　してください。

◆注意事項など
①特例の承認を受けた期間は、年金の「受給資格期間」には

　含まれますが、将来の「年金額」には反映されません。

②追納制度を利用すれば、過去10年以内の保険料を追納（後

払い）することができ、将来の年金額を増やすことがで

きます。ただし、承認を受けた期間から３年度目以降に

追納する場合は、経過期間に応じて加算額が加わります。

③過去２年１ヵ月分の期間をさかのぼって申請することも

　できます。（保険料を納付していない場合。）

※過去の年度分も申請する場合は、年度ごとに申請 

　書の提出が必要です。

　問郡山年金事務所　☎024-932-3434　
　問町民生活課　☎72-6933　

information

国 民 年 金 コ ー ナ ー

（注）保険料を10年以内に追納（後払い）すると年金額へ反映されます。

納付状況
年金の種類 納付 学生

納付特例
未
納

老
齢
基
礎
年
金

受給資格期間への算入（もらえる？） ○ ○ ×

年金額への反映（増える？） ○ ×
（注） ×

障害・遺族基礎年金
受給資格期間への算入 ○ ○ ×

《受給資格期間・年金額への反映の違い》
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この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

❖ お 誕 生 お め で と う ❖
　氏　名　　 　 　　 父 ・ 母 　   行 政 区

秋田　羚王　（ れ お ）　勇 徳・さやか　   皮 籠 石
佐藤　陽向　（ひなた）　孝 明・絵 里　   小野山神

折笠　真弦　（まいと）　和 也・美由紀       浮　　金
（２月届出分）

❖ お く や み 申 し 上 げ ま す ❖
　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行 政 区

古　内　源　久　　　　７６　　　　本 町

加　藤　久　夫　　　　８９　　　    仲　　町

矢　内　恵　子　　　　６５　　  　  荒 町

太　田　芳　子　　　　８９　　　　谷　津　作　

荒　井　重　信　　　　８５　　　　雁 股 田

水　野　せつゑ　　　　９２　　　　皮 籠 石

村　上　ハツイ　　　　９１　　　　飯 豊 上

西　牧　あけみ　　　　７４　　　　浮　　金

橋　本　キ　ミ　　　　７６　　　　浮 金    

宗　方　藤　江　　　　９３　　　　夏 井

根　本　利　男　　　　８９　　　　上羽出庭

吉　田　弘　子　　　　８０　　　　上羽出庭

　　　　　　　　　　　　　　　　（２月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載しています。

　2月に実施した水道水の水質検査の結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/mℓ以下 0CFU/mℓ
大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/ℓ以下 7.6mg/ℓ
有機物（TOC） 3mg/ℓ以下 0.7mg/ℓ

PH値 5.8～8.6 7.1
味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1度
濁度 2度以下 0.1度

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
2 1 イノシシ肉 225.1

※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です

　町で実施している簡易検査、ゲルマニウム半導体放射能測
定器および非破壊式測定器による検査結果をお知らせします。

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
2 0 －

※食品以外の検体については、結果に含まれていません

【簡易測定器による測定結果】

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
2 1 イノシシ肉 111.3

※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です
■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
2 4 井戸水、引き水

※食品以外の検体については、結果に含まれていません

問健康福祉課　☎72-6934

【ゲルマニウム半導体放射能測定器による測定結果】

◎食品中の放射性物質（セシウム）の基準値
　飲料水…10Bq/kg　牛乳・乳幼児食品 …50Bq/kg　一般食品…100Bq/kg

※平成24年４月から新しい基準値が設定されました。

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果（Bq/kg）
2 0 － －

※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です
■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
2 0 －

※食品以外の検体については、結果に含まれていません

【非破壊式測定器による測定結果】

【検査を希望される方へのお願い】
　①土やゴミなどの汚れをきれいに洗い流し、すぐ
　　に調理できる状態で持参してください。
　②検体は１kgを持参してください。
　※量が少ないと正確な数値が出ない場合があります。

■町の人口・世帯数（　）内は前月比
平成28年３月１日現在

人口
男 5,097人（　　3人）
女 5,297人（　△8人）
計 10,394人（　△5人）

世帯数 3,403世帯（△2世帯）
福島県現住人口調査結果から

問地域整備課　☎72-6936

一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 ダ イ オ キ シ ン 類 調 査 結 果

　平成27年度に町が実施した一般廃棄物最終処分場
（小野ウェイストパーク）周辺のダイオキシン類調査結
果は次のとおりです。
　全ての地点で、国の環境基準値を下回っています。

実施箇所 試料
調査結果 環境

基準値第1回 第2回 第3回
最下流の沢

水質
0.090 0.088 -

1排水沢 0.12 0.067 -
最終放流口 - - 0.067
最下流の沢

底質
0.30 0.43 -

150
１号堰堤直下 0.60 0.51 -

正門前
土壌

7.7 - -
1000

搬入路緑地 - 27 -

【単位】　水質：pg-TEQ/L　　底質・土壌：pg-TEQ/g
【実施日】：第１回：平成27年７月21日
　　　　　第２回：平成27年11月16日
　　　　　第３回：平成28年１月22日

食 品 な ど の 放 射 能 測 定 結 果

上 水 道 水 質 検 査 結 果
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キビタンフラワー
スタンプラリー

（６月30日まで）

リアル宝探しイベント
コードF-6

（10月30日まで）

プレゼント&クーポン
キャンペーン

（12月31日まで）

夏井千本桜
見頃：４月中旬～下旬

山開き・ふれあい登山情報
高柴山　山開き

５月22日 ㊐
安全祈願祭　午前10時

矢大臣山　山開き
５月29日 ㊐

安全祈願祭　午前10時

日影山　山開き
６月12日 ㊐

登山口：午前９時集合

『アフター DC「福が満開、福のしま。」
福島県観光キャンペーン2016』開催中！


